
【資料４】 

青森競輪場のガス爆発事故に関する損害賠償請求訴訟の概要 

 

１．事件の表示 

 

（１）裁判所   青森地方裁判所 

（２）事件番号  平成２７年（ワ）第１２２号 

（３）訴状提出  平成２７年７月２４日（８月１０日 請求内容の一部訂正） 

（４）事件名   損害賠償請求事件 

（５）当事者   原告 軽食喫茶経営者、従業員 計４名 

 被告 青森市、日本トーター㈱、青ガス興業㈱ 

 

２．訴状における原告らの主張 

 

（１）平成２４年８月１８日午後３時２０分ころ、青森競輪場メインスタンド３階

軽食喫茶内のガス管付近において、ガス爆発事故が発生し、原告らは熱傷など

の損害を被った。 

（２）青森競輪場は青森市が設置したものであり、本件ガス管の設置・管理も当然

青森市が行うことになるが、青森市は、ガス管を補修するなどのガス漏れに対

する十分な安全対策をとっていなかった。 

（３）日本トーター㈱は、青森市から委託を受け青森競輪場の施設管理を任され、

ガス漏れやガス爆発等が発生しないように管理点検をしなければならないが、

本件ガス管につき何らの補修等がなされていなかった。 

（４）青ガス興業㈱は、日本トーター㈱との間で LP ガス供給設備の点検を必要に

応じて実施することになっているが、本件ガス管につき何らの設備点検をし

ていなかった。 

 

このため、被告らに、連帯して損害賠償額を支払うことを求める。 

 

３．損害賠償請求額 

 

ガス爆発事故により負ったケガの治療費、慰謝料、店舗損害、休業損害など 

合計１５，９０２，７２５円 

 

４．訴訟経緯 

  平成２７年８月１２日  青森地方裁判所から市に訴状が送達された。 

  平成２７年９月４日   市から青森地方裁判所に答弁書を提出した。 

平成２７年９月９日   第１回口頭弁論実施。 

平成２７年１０月２２日 第１回弁論準備実施。 

平成２７年１２月１１日 第２回弁論準備実施予定。 


